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吉
田
を
流
れ
る
堀
川
は
、
遠
賀
川
か
ら
洞
海
湾
ま
で
、
総
延
長
十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
人
工
の
運

河
で
あ
る
。

こ
れ
と
い
っ
た
道
具
も
な
い
江
戸
時
代
に
、
人
力
に
よ
っ
て
掘
り
進
め
ら
れ
た
開
さ
く
工
事
は
、

想
像
を
絶
す
る
難
工
事
で
あ
っ
た
。

今
月
は
、
水
巻
に
展
開
さ
れ
た
こ
の
壮
大
な
ド
ラ
マ
を
紹
介
し
ま
す
。

°吉田車返の切貫き付近を通る川蔚
（明治30年ころ）

◎

癌
河
を
掘
ろ
う
…

壮
大
な
計
画
ほ

三
百
七
十
年
前
に

着
手
さ
れ
た
。

そ
の
昔
、
遠
賀
平
野
一
帯
は
大
雨
に

よ
る
遠
賀
川
の
洪
水
で
、
幾
度
と
な
く

田
畑
に
大
被
害
を
受
け
て
い
た
。

時
の
渚
主
、
黒
田
長
政
は
遠
賀
川
の

治
水
に
つ
い
て
一
大
計
画
を
決
意
し
た
。

そ
れ
は
、
人
工
の
運
河
を
掘
っ
て
、

遠
賀
川
の
水
を
洞
海
湾
へ
流
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
洪
水
を
調
整
し
、
あ
わ
せ
て

か
ん
が
い
用
水
の
確
保
、
耕
地
の
拡
大
、

物
資
（
年
貢
米
）
の
輸
送
を
短
縮
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

工
事
は
元
和
七
年
（
〓
ハ
二
一
年
）

家
老
粟
山
大
膳
の
指
揮
の
下
で
着
手
さ

よ

や

く

れ
、
農
閑
期
の
農
民
の
夫
役
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
た
。
だ
が
、
吉
田
の
宮
尾
と

．
書
上
ｌ
う

御
輸
地
の
間
は
土
寅
が
悪
く
、
今
日
据

り
あ
げ
た
土
砂
が
翌
日
に
は
ず
り
落
ち

る
と
い
う
状
態
で
難
工
事
が
続
い
た
。

た
ま
た
ま
、
そ
こ
が
貴
船
神
社
の
神

城
で
あ
っ
た
た
め
、
農
民
た
ち
の
間
に

う
わ
含

は
神
の
た
た
り
と
い
う
噂
が
広
ま
り
、

工
事
は
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ
た
。

着
工
か
ら
二
年
後
、
藩
主
長
政
の
急

死
に
よ
っ
て
工
事
は
中
止
さ
れ
、
こ
の

付
近
は
掘
ら
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
た
の

で
、
い
つ
し
か
大
膳
堀
と
言
う
よ
う
に

な
っ
た
。

ノ
ミ
と
プ
チ
だ
け
で

七
年
か
か
つ
て
痴
押
つ
た

垂
越
の
嬰
－

開
さ
く
工
事
が
再
開
さ
れ
た
の
は
、

百
二
十
八
年
後
の
宝
暦
元
年
六
一
七
五

一
年
）
で
あ
る
。

六
代
藩
主
継
高
は
、
長
政
の
遺
志
を

受
け
継
ぎ
工
事
の
再
開
を
決
意
し
た

が
、
大
膳
堀
を
通
る
工
事
は
神
域
に
ふ

よ
′

れ
る
た
め
農
民
は
い
や
が
り
、
そ
の
た

め
に
一
谷
ず
ら
し
た
車
返
の
山
間
を
切

り
貫
く
コ
ー
ス
に
変
更
し
て
の
再
開
で

あ
っ
た
。

最
大
の
難
工
事
だ
っ
た
の
は
、
「
吉

田
革
遠
の
切
貫
き
」
で
あ
る
。

石
工
の
ノ
ミ
と
ツ
チ
に
よ
っ
て
岩
盤

を
削
る
と
い
う
作
業
の
た
め
、
四
百
メ

ー
ト
ル
の
間
を
切
り
貫
く
の
に
七
年
間

も
の
歳
月
が
か
か
っ
た
。
今
も
岩
盤
に

は
ノ
ミ
の
跡
が
残
り
、
当
時
の
難
工
事

を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

苦
労
が
実
っ
て
堀
川
が
開
通
し
た
の

は
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
年
）
で

あ
っ
た
。

域
れ
な
い
磨
門
を
求
め

他
国
を
調
蓼
し
た

ノ
側
久
作
の
爵

か
な
め
　
　
　
　
　
と
ｈ
ソ
み
ず
ぐ
ち

運
河
の
要
と
な
る
取
水
口
は
水
量
を

調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
洪
水
　
＼
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ｅ
明
治
4
0
年
こ
ろ
の
中
間
唐
戸
（
水
門
）

／
　
の
た
び
に
壊
さ
れ
て
い
た
。

当
時
、
岡
山
県
の
吉
井
川
に
り
っ
ぱ

な
唐
戸
（
水
門
）
が
あ
る
こ
と
を
知
ら

さ
れ
た
一
田
久
作
（
車
返
在
住
）
は
、

現
地
に
出
か
け
詳
し
い
調
査
を
持
ち
帰

っ
て
、
中
間
唐
戸
を
完
成
さ
せ
た
（
一

七
六
二
年
）
。
こ
の
時
代
は
他
国
の
施

設
を
見
る
事
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
か

ら
、
命
が
け
の
調
査
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
。久
作
は
こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
工

事
が
完
成
し
て
か
ら
は
永
代
堀
川
受
持

ひ
ら
た

庄
屋
役
と
し
て
川
肺
の
通
航
料
の
徴
収

を
命
ぜ
ら
れ
た
。

着
工
か
ら
百
八
十
四
年
、

つ
い
に

堀
川
は
完
成
し
た
。

堀
川
が
開
通
し
た
後
、
遠
賀
川
の
水

を
堀
川
へ
流
れ
込
み
や
す
く
す
る
た
め

ぜ
ｌ

に
遠
賀
川
の
数
か
所
に
石
堰
が
築
か
れ

た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
が
原
因
と
な
っ

て
土
砂
が
堆
積
し
た
た
め
、
か
え
っ
て

流
れ
が
悉
く
な
り
、
大
雨
の
時
に
は
上

は
ん
ら
ん

流
の
村
々
が
氾
濫
し
て
苦
情
が
出
る
始

末
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
考
え
ら
れ
た
の
が
、
中
間
唐

戸
か
ら
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流
の
楠

じ
め

橋
村
寿
命
に
水
門
を
設
け
、
そ
の
間
に

新
し
く
川
を
掘
っ
て
中
間
唐
戸
へ
流
入

さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
あ
っ
た
。
工
事

は
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
年
）
二
月
に

着
工
、
同
年
六
月
に
完
了
し
た
。

長
政
が
工
事
に
着
工
し
て
以
来
、
百

八
十
四
年
の
歳
月
を
経
て
、
つ
い
に
堀

川
は
完
成
し
た
。
以
後
、
堀
川
は
運

送
、
か
ん
が
い
の
両
面
で
重
要
な
運
河

と
し
て
、
大
き
な
貢
献
を
す
る
こ
と
に

な
る
。
明
冶
以
鐸
堕
ひ
ら
た

石
炭
を
避
ぶ
川
櫛
が

往
来
す
る
川
だ
っ
た
。ひら

た

以
釆
、
堀
川
は
石
炭
を
運
ぶ
川
肺
の

通
路
と
し
て
繁
栄
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
川
蹄
は
そ
の
名
の
と
お
り
、
船
底

を
平
た
く
し
て
川
底
に
つ
か
え
な
く
し

た
船
の
こ
と
で
、
当
時
は
カ
ワ
フ
ネ
と

言
っ
た
が
、
の
ち
に
五
平
太
船
と
も
い

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

筑
豊
で
採
掘
さ
れ
た
石
炭
は
川
蹄
に

積
ま
れ
、
遠
賀
川
か
ら
堀
川
を
通
っ
て

洞
海
湾
へ
と
運
ば
れ
た
。
堀
川
筋
に
は

飲
食
店
、
旅
館
、
雑
貨
屋
、
豆
腐
屋
な

ど
が
軒
を
並
べ
る
よ
う
に
な
り
、
明
治

そ
え
ノ

中
期
に
は
六
千
鯉
を
超
え
る
川
蹄
の
往

来
で
に
ぎ
わ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
明
治
二
十
四
年
、
直
方
・

若
松
間
に
鉄
道
が
開
通
し
、
石
炭
の
輸

送
に
鉄
道
が
利
用
さ
れ
は
じ
め
た
こ
ろ

か
ら
、
し
だ
い
に
川
蹄
の
数
が
減
り
は

じ
め
、
昭
和
十
四
年
に
は
堀
川
か
ら
そ

の
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

●
あ
ぜ
が
さ
　
　
●

数
々
の
ロ
マ
ン
を
秘
め
、
今
も
吉
田

を
流
れ
続
け
る
堀
川
…
…
。

だ
が
、
か
つ
て
の
栄
光
を
忘
れ
た
か

の
よ
う
に
汚
れ
た
川
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
姿
は
、
ど
こ
か
人
の
一
生
に
似
た
は

か
な
さ
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。

ふ
る
さ
と
の
川
に
、
再
び
清
流
を
取

り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か



水
巻
町
住
宅
審
議
会
は
四
月
二
十
六
日
、
「
水
巻
町
に
お
け
る
住
宅
対
策
の
基
本
的
方
向
に
つ
い
て
」
伊
藤

町
長
に
答
申
し
ま
し
た
。

こ
の
答
申
は
、
町
の
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
町
営
住
宅
の
あ
り
方
な
ど
長
期
的
な
住
宅
対
策
に
つ
い
て

の
諮
問
に
答
え
た
も
の
で
す
。

町
民
の
方
々
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま
す
。

に
空
き
家
が
あ
る
た
め
、
供
給
が
抑
え

ら
れ
、
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
民
間
が
開
発
し
た
住
宅
団
地

は
、
昭
和
四
十
年
代
に
開
発
指
導
要
綱

が
な
く
、
行
政
指
導
が
十
分
で
な
か
っ

た
た
め
、
道
路
や
上
下
水
道
、
公
園
の

整
備
な
ど
、
今
後
に
課
題
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

遅
れ
て
い
る

質
の
改
善

異
常
に
高
い

公
的
借
家
の
比
率

炭
砿
閉
山
後
の
離
職
者
の
住
宅
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
、
町
内
の
炭
砿
跡

地
に
は
、
公
営
住
宅
や
公
団
住
宅
が
大

量
に
建
設
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
昭
和
六
十
年
に
は
公
団

住
宅
を
含
む
公
的
な
借
家
が
全
住
宅
の

三
六
・
四
酢
に
達
し
、
県
平
均
一
一
・

六
酢
の
三
倍
以
上
と
極
め
て
高
い
比
率

と
な
っ
て
い
．
ま
す
。

中
で
も
、
改
良
住
宅
を
含
む
町
営
住

宅
の
比
率
は
、
二
二
・
五
欝
と
、
類
似

団
体
の
約
七
倍
に
達
し
、
炭
住
問
題
の

解
決
の
た
め
展
開
し
て
き
た
住
宅
政
策

が
、
結
果
的
に
町
財
政
の
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

一
方
、
持
ち
家
率
は
四
五
・
三
酢
で

県
平
均
五
四
・
八
郡
に
比
べ
か
な
り
低

い
水
準
と
な
っ
て
単
ま
す
。

（
図
1
）

住
宅
の
質
的
な
面
を
見
る
と
、
最
低

居
住
水
準
（
四
人
家
族
で
四
十
四
平
方

米
以
上
）
に
満
た
な
い
住
宅
が
、
県
の

平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
以
降
に

澤
て
ら
れ
た
木
造
の
町
営
住
宅
や
、
過

密
で
狭
い
改
良
住
宅
（
吉
田
団
地
）
は

町
の
景
観
な
ど
の
点
か
ら
も
問
題
と
い

え
ま
す
。
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町
営
住
宅
の
家
賃
は

周
辺
の
六
割
程
度

空
き
家
が
目
立
つ

公
団
住
宅

昭
和
四
十
九
年
か
ら
供
給
さ
れ
た
公

団
住
宅
は
、
賃
貸
七
百
七
十
戸
、
分
譲

三
百
六
十
六
戸
、
う
ち
賃
貸
住
宅
は
今

で
も
四
五
即
の
空
き
家
に
悩
む
現
状
。

．
　
原
因
は
、
周
辺
の
公
営
住
宅
に
比
べ

～
家
賃
が
割
高
と
な
っ
て
い
る
た
め
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
民
間
の
借
家
は
、
公
団
住
宅

（
ノ

町
営
住
宅
の
家
賃
は
、
同
程
度
の
県

営
や
北
九
州
市
営
住
宅
の
六
割
程
度
に

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
低
家
賃
は
、
民
間
の
借
家
経
営

の
減
少
、
公
団
住
宅
の
空
き
家
、
持
ち

家
へ
の
住
み
替
え
の
遅
れ
を
引
き
お
こ

す
原
因
と
な
っ
セ
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
外
か
ら
の
低
所
得
者
の

流
入
を
促
進
し
て
お
り
、
低
所
得
者
の

住
宅
問
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
る
反

面
、
、
、
町
の
財
政
面
や
活
性
化
の
点
で
必

ず
し
も
望
む
し
い
結
果
と
は
い
え
ま
せ

ん
。

ｅ



こ
れ
か
ら
の

基
本
目
標

水
巻
町
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、

昭
和
七
十
五
年
の
人
口
を
三
万
八
千

人
、
世
帯
数
一
万
二
千
五
百
と
想
定
し

て
い
ま
す
。
空
き
家
率
を
八
軒
見
込
む

と
住
宅
は
一
万
三
千
五
百
戸
と
な
り
ま

す
。本
町
の
場
合
、
住
宅
供
給
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
る
と
、
再
び
産
炭
地
城
的
現

象
、
す
な
わ
ち
若
者
の
流
出
と
高
齢
者

の
滞
留
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

昭
和
七
十
五
年
に
一
万
三
千
五
百
戸

の
住
宅
を
確
保
す
る
に
は
、
今
後
毎
年

二
百
五
十
戸
の
住
宅
供
給
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
の
中
で
、
今
後
の

住
宅
対
策
の
基
本
的
な
目
樺
と
し
て
次

の
三
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

－
　
町
営
住
宅
の
居
住
水
準
の
向
上

2
　
持
ち
家
対
策
の
充
実

3
　
既
成
住
宅
地
区
の
住
環
境
整
備

建
て
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
可
能
な

限
り
整
理
統
合
し
、
団
地
数
、
管
理
戸

数
を
減
ら
し
、
管
理
コ
ス
ト
の
低
減
を

図
る
こ
と
。
ま
た
、
高
齢
化
や
惟
帯
構

成
の
多
様
化
な
ど
を
考
え
た
設
計
に
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

●

木
造
町
営
住
宅
の
建
て
替
え
に
関
連

さ
せ
て
再
編
整
備
が
必
要
で
す
が
、
空

あ
つ
せ
ん

き
家
の
斡
旋
や
分
譲
住
宅
の
希
望
を
調

査
し
て
、
建
て
替
え
戸
数
を
半
減
さ
せ

る
べ
き
で
す
。

つ
い
て
は
、
公
営
住
宅
の
家
賃
を
是
正

し
、
良
好
な
民
間
借
家
が
供
給
さ
れ
る

条
件
を
整
え
る
べ
き
で
す
。

④
高
層
の
改
良
住
宅
は
、
政
策
家

賃
が
採
用
さ
れ
、
同
程
度
の
公

民
間
住
宅
の
供
給

を
促
進
さ
せ
る

既
成
住
宅
地
の

環
境
を
整
備
す
る

町
営
住
宅
の
対
策

営
住
宅
の
六
割
程
度
の
家
賃
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
か
な
り
の
世
帯
で

世
代
交
替
が
あ
り
生
活
の
再
建
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
段
階
的
に
見
直

し
、
近
隣
市
町
村
の
公
営
住
宅
と
の
家

賃
格
差
を
是
正
す
べ
き
で
す
。

な
お
、
福
祉
的
な
配
慮
の
必
要
な
入

居
者
に
は
、
別
途
に
減
免
処
置
な
ど
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

低
く
、
老
朽
化
し
て
い
る
の
で

⑧
田
団
地
は
、
住
戸
面
積
が
狭
く

し
か
も
連
続
住
宅
の
た
め
密
集

計
画
的
な
建
て
替
え
が
必
要
で
す
。

公
的
な
借
家
の
比
率
が
高
い
の
で
、

今
後
は
公
営
住
宅
は
増
や
す
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
昭
和
七
十
五
年
ま
で

の
住
宅
の
確
保
は
、
持
ち
家
と
民
間
借

家
の
供
給
に
よ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
開
発
指
導
要
綱
な
ど

を
整
備
し
て
、
三
ｌ
開
発
を
防
止
し
、
良

好
な
宅
地
開
発
を
誘
導
し
て
、
取
得
能

力
の
あ
る
町
民
に
は
宅
地
の
供
給
を
促

進
す
べ
き
で
す
。

ま
た
、
不
足
し
て
い
る
民
間
借
家
に

町
内
の
住
宅
の
六
割
は
、
最
近
二
十

年
間
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
北

部
住
宅
地
区
以
外
の
住
環
境
は
、
か
な

り
低
水
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
既
成
住
宅
地
区
の
道
路
、

上
下
水
道
、
と
く
に
下
水
道
整
備
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
で
す
。

さ
ら
に
、
水
辺
や
緑
地
の
整
備
な
ど

都
市
と
し
て
の
快
適
さ
を
高
め
る
方
策

も
検
討
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

●
　
　
　
　
●

町
当
局
が
、
本
委
貞
会
の
意
を
充
分

に
汲
み
取
り
、
早
急
に
適
切
な
住
宅
対

策
を
講
じ
る
よ
う
切
望
し
ま
す
。

一瞬のうちに家や田畑、人の命までも土砂の底

に埋めてしまう土砂災害。土砂災害には土石流

や、地すべり、かけ崩れなどがあります0

こうした土砂災害のほとんどは、長雨や大雨な

どがきっかけとなって起こります。特に梅雨時

は年間で最も土砂災害の多い季節ですから、十

分な備えが必要です。

こんな時は要注意

逃げ方を知っていますか？

㌔善幸．ぎ
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著書「流れる星は生きている」

や人生相談で知られる作家、藤

原ていさんの講演会が5月20日

中央公民館で開かれました。

「人生は自分の力で勇気を持

って切り開きなさい」「挫折を

知らなければ幸せな人生はおく

れない」……飾り気のない叫ぶ

ような言葉が会場に響きます。

敗戦時の苦い経験、夫・新田

次郎の死、子育て、21世紀のこ

と…熱っぽく語る先生の気迫に

のまれ、参加者の中には思わず

ハンカチで涙をぬぐう姿も見ら

れました。

力強く生きなさい
作家・藤原てい講演会

17チームが熱戦
Ｉ

ビーチボール・インディアカ大会

婦人の手軽なスポーツとして

親しまれているビーチボールバ

レーとインディアカの大会が5

月29日、町民体育館で行われま

した。

参加チームはビーチボールバ

レー14チーム、インディアカ3

チーム。熱戦の結果は次のとお

りです。

●ビーチボールバレー

【30歳代】優　勝　オリーブ

準優勝　オニオン

【40・50歳】優勝　同好会Ｂ

準優勝　バラチーム

●インディアカ

優　勝　フェザー

準優勝　ひまわり

うまくて売れる
米づくりを…
ライスセンターが完成

米づくりの生産性向上をめざ

した施設「ライスセンター」が
ねかすか

岡垣町糠塚に完成し、5月20日

落成式が行われました。

このセンターは、郡内で生産
もみすり

された米や麦の乾燥・籾摺を共

同処理するもので、郡農協が国

や町の補助を受け、約4億円を

投じて建設した、県下でも最新

式の施設。

農産物の輸入自由化や米価の

値下げなど深刻な経営危機を迎

えた農家にとって、生産コスト

の引き下げは重要な課題です。

「生産性を高め、売れる米づく

りを…」と、水巻の農家からも

熱い期待が寄せられています。

塔 一・一ｈ一一・一

五 ，戎 ・ま

拶莞㌢｝
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損

ｅ



勝敗じゃないよ、健康が一番
ゲートボール大会

「3番第一ゲート通過」「5番にタッチ」……五月晴

れの5月25日、高齢者ゲートボール大会が行われました。

競技時間は1ゲーム30分ですが、最後の5分間が勝負

どころ。頭脳プレーとチームワークが勝敗を左右します。

「健康が一番、勝負はその次…」とはいえ、試合にな

れば気合が入ります。

参加チームは18チーム。試合結果は次のとおりでした。

■優　勝　猪熊Ｂ

■準優勝　上ニＢ

■三　位　高松団地

小鳥にマイホームを・・・
いずみ

伊豆水会が巣箱づくり
愛鳥週間にちなんで小鳥の巣箱づくりが行われました。
いずみ

頃末・伊豆水会の仲間と子供たちは、杉板を使って11

個の巣箱を製作し、伊豆神社の裏山に取りつけました。

神社のある明神ケ辻山一帯は、メジロ・ツグミ・ヒヨ

ドリなど野鳥が多く、宅地化が進む水巻に残された貴重

な自然といえます。

子供に自然とのふれあいを－と、会では今後もこの

山一帯に巣箱の設置を計画しています。

子供たちは「早く住みついてくれるといいなあ」と、

毎日巣箱を見に行くのが楽しみのようです。

⑳

卵・油・牛乳に要注意
アトピーの食事療法

「全てのアレルギー性皮膚炎は、食事のまちがいから

おこっています」と、力説されるのは永田先生（下関市
立中央病院）。

5月25日、中央公民館で開かれたアトピーの会には、

乳幼児の皮膚炎に悩むお母さん約100人が参加。
これまで原因不明といわれたアトピーですが、最近の

研究で卵・油・牛乳などの食べ過ぎが犯人だとわかって
きました。除去食や回転食で食事療法すれば、2～3週

間で効果が現れてきます。

アトピーに悩む母親からは、「卵や油が多い学校給食
の改善を…」と一言。

わあー　きれいタ
さ　つ　き　展

初夏の花もさつき、の展示会が中央公民館で開かれま
した。
丹精込めて育てられた作品106鉢が並ぶ会場には、美
しく咲きほころんだ花に見物人もうっとり。
「今年は開花が遅れたから古木の花がいまいち、一週間
先が見ごろなんですが…」さつきの栽培は、水かけ、消
毒だけでなく、展示会に開花時期を合わせるのが一苦労
のようです。主な入賞者は次のとおり。
■県知事　賞　木村重雄（頃末）
■県議会議長賞　石田重雄（吉田団地）
■県会議員賞　豊沢伝三（下二）
事町　長　賞　高崎　功（遠賀町）



〝
心
″
健
康
で
す
が

心
が
原
因
の
病
気
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
月

は
、
「
心
」
の
健
康
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

思
い
あ
た
り
ま
せ
ん
か

こ
ん
な
症
状

「
病
は
気
か
ら
…
」
と
い
う
こ
と
わ

ざ
が
あ
る
よ
う
に
、
病
院
を
訪
れ
る
患

者
の
う
ち
、
精
神
的
な
要
因
で
病
気
に

な
っ
た
人
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
は

る
と
い
う
デ
ー
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

い
や
、
そ
れ
以
上
だ
と
い
う
人
も
い

ま
す
。心
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
る
と
、

ど
ん
な
疾
状
が
出
て
く
る
の
で
し
ょ
う

か
？ま
ず
、
疲
労
感
・
イ
ラ
イ
ラ
・
胃
腸

ど
れ
ノ
ｌ
’

の
不
快
感
・
動
悸
・
め
ま
い
・
不
眠
・

頭
痛
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
思
い
あ
た
る

症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

心
が
原
因
で

血
圧
が
上
が
る
こ
と
も

血
圧
は
心
理
状
態
に
大
き
く
影
響
を

受
け
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

興
奮
し
た
り
、
怒
っ
た
り
、
い
や
な

こ
と
が
続
く
と
、
血
圧
が
上
が
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
心
因
性
高
血
圧
と
呼
ば

れ
、
一
種
の
ス
ト
レ
ス
病
で
す
。

血
圧
を
下
げ
る
に
は
、
精
神
的
な
安

ら
ぎ
が
必
要
で
す
。
ス
テ
キ
な
音
楽
を

聞
く
こ
と
も
大
事
な
健
康
管
理
の
一
つ

で
す
。
自
分
に
あ
っ
た

ス
ト
レ
ス
解
消
法
を

音
楽
を
聞
く
の
は
ス
ト
レ
ス
発
散
に

効
果
的
で
す
が
、
も
う
一
歩
積
極
的
な

方
法
と
し
て
、
歌
を
歌
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
歌
う
こ
と
は
、
心
理
的
な
ス
ト

レ
ス
発
散
で
あ
る
と
同
時
に
、
肉
体
的

に
も
健
康
増
進
に
役
立
ち
ま
す
。

声
を
出
す
こ
と
は
、
意
識
し
な
い
で

深
呼
吸
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。そ
う
い
え
ば
、
隣
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
大
き
な
声
で
歌

っ
て
い
ま
せ
ん
か
9

日
分
に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス
解
消
法
を

み
つ
け
ま
し
ょ
う
／

保
健
婦
は
、
い
つ
で
も
心
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

㊨
水
田
の
代
か
き

昔

㊨水車を踏んで水田に水をあてる。

農作業風景
昭和30年ごろの写真です。
牛馬と人力だけの当時の米づくりは大
変な苦労だったようです。その後、耕
運機やトラクターが普及して農作業は
一変しました。

∠ゝ
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「

甲
9
パ
ー
セ
ン
ト
突
破

目
の
目
標
を

て
達
成

・
－
昭
和
6
2
年
度
決
算
か
ら

お
り
、
四
か
月
以
上
の
滞
納
者
は
な
く

な
り
ま
し
た
。

家
賃
の
滞
納
者
か
大
幅
に
減
り
ま
し
た
。
総
戸
数
二
千
百
三
十
戸
の
う
ち
、
現
年
度
の

家
賃
を
滞
納
し
た
の
は
、
わ
ず
か
に
十
戸
。

「
家
賃
は
必
ず
毎
月
末
ま
で
に
納
め
よ
う
」
と
い
う
強
い
意
識
か
、
入
居
者
の
み
な
さ

ん
に
浸
透
し
た
結
果
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
年
四
月
十
日
号
の
広
報
に
掲
載
し

た
「
今
後
の
重
点
対
策
」
の
四
項
目
の

目
標
す
べ
て
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

住
宅
課
の
積
極
的
な
対
策
は
、
二
年
目
に
し
て
入
居
者
の
理
解
を
得
ら
れ
、

の
徴
収
率
を
実
現
す
る
こ
と
か
で
き
ま
し
た
。

過
去
最
高

滞
納
者
実
件
数
は
、
過
年
度
滞
納
者

を
含
め
て
六
十
三
件
と
な
り
、
目
榛
の

石
件
を
大
幅
に
下
回
り
ま
し
た
（
表
1
）

ま
た
、
滞
納
月
も
二
年
間
で
四
分
の

一
に
減
少
し
ま
し
た
。
（
表
4
）
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滞
納
家
賃
は
八
百
七
十
万
円
以
下
に

減
少
し
ま
し
た
。
（
表
2
）

二
年
前
の
滞
納
額
に
比
べ
る
と
、
過

年
度
分
は
約
三
〇
即
に
、
現
年
度
は
ニ

即
に
ま
で
減
少
、
と
く
に
現
年
度
は
、

調
定
額
二
億
八
千
二
百
万
円
の
う
ち
、

滞
納
額
は
十
七
万
一
千
円
と
大
幅
に
減

少
し
ま
し
た
。

ま
た
、
滞
納
ゼ
ロ
の
団
地
は
四
団
地

に
な
り
ま
し
た
。
（
表
1
）

課
全
員
が

と
な
っ
て

み
ま
し
た
。

望
招
棋
璃
莞
以

浩　　 ｘだ清浣≡

舶 軌関 、．＿凱紺 36．496

61 20．，3ｄ3 3，垣 23，328

■球軒 音声牛 鴻 線

ｇ
ｍ
8

59 ？64 2 ，37 7

至上

ナ

．1 39 1 ，77 2

＋

現
年
度
収
入
率
は
、
公
営
・
改
艮
と

も
九
九
・
九
欝
を
突
破
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
昭
和
四
十
四
年
に
改
良
住
宅

を
建
設
し
て
以
来
、
最
高
の
収
入
率
で

す
。
（
表
3
）

ま
た
、
過
年
度
の
収
入
率
が
五
〇
郡

を
超
え
た
の
も
、
昭
和
五
十
一
年
以
来

十
一
年
ぶ
り
の
成
果
で
す
。
－

3
鍔
‥
∬
悠
上
の
滞
緋
．
昔

現
年
度
滞
納
者
十
人
（
表
1
）
の
内

訳
は
、
三
か
月
滞
納
一
件
、
二
か
月
滞

納
一
件
、
一
か
月
滞
納
八
件
と
な
っ
て

住
宅
使
用
料
の
滞
納
解
消
へ
の
意
見

は
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
の
水
巻
町
行

政
改
革
推
進
委
員
会
の
中
間
答
申
で
、

町
の
早
期
対
応
を
厳
し
く
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
、

町
議
会
の
決
算
特
別
委
員
会
で
も
、
各

議
員
か
ら
家
賃
徴
収
の
問
題
が
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
、
と
く
に
Ｔ
議
員
か
ら

は
「
九
九
㌫
く
ら
い
の
収
納
率
で
な
け

れ
ば
、
税
金
を
納
め
て
い
る
住
民
に
と

っ
て
は
非
常
に
迷
惑
を
被
る
」
と
、
住

宅
課
に
対
し
積
極
的
な
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
意
見
や
指
摘
に

対
応
す
る
た
め
、
「
町
営
住
宅
家
賃
滞

納
整
理
方
針
」
を
決
定
し
、
こ
の
二
年

間
、
住
宅
課
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て

滞
納
家
賃
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん
だ

結
果
、
全
国
で
も
数
少
な
い
九
九
・
九

酢
の
家
賃
徴
収
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ｅ



国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
た
く
て

も
、
失
業
な
ど
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
保
険

料
の
「
免
除
」
の
申
請
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
せ
っ
か
く
の
年
金
が
も
ら
え
な
く

な
り
ま
す
。

申
請
は
、
現
在
受
け
付
け
中
で
す
。

7
月
3
1
日
ま
で
に
手
続
が
終
わ
っ
た
人

は
、
今
年
の
4
月
か
ら
の
保
険
料
が
免

除
さ
れ
ま
す
。

そ
の
場
合
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
た

期
間
は
、
老
齢
年
金
の
年
金
額
が
三
分

の
一
で
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
時
は
、
免
除
期
間
中
の
保
険

料
を
十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
追
納
）
。

詳
し
く
は
、
役
場
国
保
年
金
係
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

うれしい（楽しい）おもしろい　　　悲しい　　　うらやましい

「
マ
イ
ホ
ー
ム
が
欲
し
い
け
ど
、
利
息

が
高
い
か
ら
ね
－
」
と
悩
ん
で
は
い
ま

せ
ん
か
？
　
そ
ん
な
あ
な
た
に
、
県
の
．

持
家
住
宅
建
設
費
金
利
子
補
給
制
度
の

ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
と

あ
わ
せ
て
民
間
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し

た
人
に
、
そ
の
住
宅
ロ
ー
ン
に
対
し
て

利
子
の
一
部
を
県
が
援
助
す
る
と
い
う

制
度
で
す
。

●
受
け
ら
れ
る
人

①
県
内
に
住
宅
を
新
築
ま
た
は
購
入

し
た
人
（
中
古
住
宅
は
対
象
外
）

⑧
給
与
所
得
の
人
は
年
収
が
五
百
四

十
五
万
円
以
下
、
そ
の
他
の
人
は

年
間
所
得
が
三
百
八
十
六
万
四
千

円
以
下
。

●
対
象
と
な
る
住
宅

住
戸
専
用
面
積
が
七
十
五
平
方
メ

ー
ト
ル
以
上
の
住
宅
。
（
車
庫
・

事
務
所
・
店
舗
な
ど
は
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
）
　
㌧

隣の市や町の
文庫のあ母古山げ集います
一地域文庫の集い－

日ごろ、地域文庫の世話をしているな
かまが集まって交流会をします。
芦屋呵・遠黄呵・中間市・鞍手郡には、
地域に根ざした文庫活動が盛んです。
地域文庫に興味のある方、これからは
じめてみようと思う方、ちょっとのぞい
てみませんが。

●
利
子
補
給
の
内
容

①
対
象
と
な
る
住
宅
ロ
ー
ン
は
、
五

十
万
円
以
上
の
融
資
で
、
償
還
期

間
が
十
年
以
上
の
も
の
で
、
そ
の

う
ち
三
百
万
円
ま
で
利
子
補
給
の

対
象
と
し
ま
す
。

⑧
利
子
補
給
期
間
は
五
年
間
で
す
。

●
販
扱
い
金
融
機
関

福
岡
銀
行
・
西
日
本
銀
行
・
福
岡

相
互
銀
行
・
筑
邦
銀
行
・
県
下
の

農
協
・
県
下
の
信
用
金
庫

●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
建
築
都
市
部
住
宅
課

⑪

（

0

9

2

）

6

5

1

局

1

1

1

1

職
場
復
帰
を
希
望
す
る
保
健
婦
、
助

産
婦
、
看
護
婦
、
准
看
護
婦
の
資
格
を

持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
「
潜
在
看

護
力
活
用
講
習
会
」
を
開
き
ま
す
。

●

と

　

き

　

8

月

ｌ

日

～

8

月

5

日

●
と
こ
ろ
　
小
倉
記
念
病
院
（
小
倉
北

区
貴
船
町
1
～
1
）

●
受
講
資
格
　
現
在
就
業
し
て
い
な
い

保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
茸
婦
、
准

看
護
婦

●
申
し
込
み
先

7
月
2
0
日
ま
で
に
遠
賀
保
健
所
へ

蜜

2

0

1

届

4

1

6

1

番

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

（
拾
得
金
の
礼
金
）

●
水
巻
町
中
学
校
二
年中
川
　
賢
司
君

後
藤
　
文
男
君

香
典
返
し
と
し
て

●
古
賀
　
　
　
故
・
瓜
生
　
イ
キ
様

血
生
美
知
夫
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
原
田
　
玉
章
様

原
田
キ
ミ
ノ
様

●
二㌔

1

・

1

●
樋
口

故
・
河
村
須
磨
子
様

河
村
　
直
樹
様

故
・
中
川
　
鯛
吉
様

中
川
コ
ユ
キ
様

◎



●
試
験
の
種
類
と
区
分

【
上
級
】
行
政
、
学
校
事
務
、
児
童

福
祉
、
土
木
、
建
築
、
電
気
、
化
学
、

農
業
、
農
業
土
木
、
林
業
、
畜
産
、

水
産
、
栄
養
士
、
薬
剤
師
Ａ
、
薬
剤

師
Ｂ
、
獣
医
師

【
中
級
】
農
業

●
受
験
資
格

【
上
級
】
昭
和
洪
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
4
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
（
薬
剤
師
Ｂ
は
昭
和
3
3
年
4
月

2
日
か
ら
昭
和
4
1
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
昭
和
6
3
年
1
0
月

1
日
か
ら
勤
務
可
能
な
人
）

【
中
級
】
昭
和
お
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
亜
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

●
試
験
日
　
7
月
1
7
日
　
（
日
）

●
受
付
期
間
　
6
月
6
日
～
6
月
1
8
日

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

〒
椚
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7

号

魯

（

0

9

2

〕

6

4

1

局

3

8

8

3
番

●
採
用
予
定
人
見
　
警
察
官
Ａ
 
ｌ
Ｏ
Ｏ
人

●
受
験
資
格

①
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
2

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

⑧
大
学
（
短
大
を
除
く
）
を
卒
業
し

た
人
ま
た
は
、
来
年
3
月
ま
で
に

卒
業
見
込
の
人

⑧
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
員

法
第
1
6
条
に
該
当
し
な
い
人

●
試
験
日
　
7
月
3
1
日
（
日
）

●
受
付
期
間
　
6
月
8
日
～
7
月
7
日

●
申
し
込
み
・
開
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
任
用
係

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7

号

魯

（

0

9

2

）

6

2

2

局

0

7

0

0

※
申
込
用
紙
は
県
内
の
警
察
署
、
派

出
所
に
あ
り
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
随
時
受
付

●
受
付
時
間
　
午
前
8
時
半
～
午
後
5

時
（
土
曜
日
の
午
後
お
よ
び
日
曜
祭

日
は
受
付
し
ま
せ
ん
）

●
申
込
方
法
　
中
間
市
総
務
課
人
事
給

与
係
へ
次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

①
申
込
書
…
一
過
（
市
役
所
総
務
課

に
あ
り
ま
す
）
⑧
履
歴
書
…
一
通

⑧
看
護
婦
免
許
証
の
写
し
④
健
康
診

断
書
（
公
立
病
院
、
ま
た
は
保
健
所

発
行
の
も
の
）

●
募
集
内
容

▽
職
　
　
種
　
正
看
護
婦

▽
受
験
資
格
　
昭
和
3
0
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
婦
の

免
許
を
持
っ
て
い
る
人
（
取
得
見
込

を
含
む
）

※
地
方
公
務
員
法
第
1
6
条
に
該
当
す

る
人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

▽
試
　
　
験
　
随
時
面
接

●
問
い
合
わ
せ
　
中
間
市
総
務
課
人
事

給

与

係

　

晋

2

4

4

局

1

1

1

1

番

●
受
験
資
格

特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
試
験
日
　
8
月
2
日
（
火
）

●
試
験
場
所
　
福
岡
市
南
区
玉
川
町
二

二
番
一
号
第
一
薬
科
大
学

●
受
付
期
間
　
6
月
1
5
日
～
6
月
2
5
日

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

遠
賀
保
健
所
衛
生
課
へ
魯
2
0
1
局

4

1

6

1

番

●
み
ず
ほ
田
地
故
・
松
永
　
克
己
様

松
永
須
磨
子
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
山
崎
勇
次
郎
様

山
崎
　
キ
ミ
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
光
末
　
文
雄
様

光
末
タ
カ
ヱ
様

●
高
松
団
地
　
故
・
東
　
フ
ユ
カ
様

東
　
　
保
宣
様

●
吉
田
三
　
　
故
・
村
田
ミ
ツ
子
様

村
田
舛
太
郎
様

●
頃
末
　
　
故
・
樋
口
　
里
子
様

樋
口
　
信
雄
様

●
所
在
地
　
筑
紫
郡
那
珂
川
町
大
字
片

縄
字
浦
の
田
八
一
〇
－
二
一

●
無
縁
墳
墓
の
数
一
基

●
改
葬
理
由
　
下
水
道
事
業
の
た
め

●
眉
出
先
　
筑
紫
郡
那
珂
川
町
大
字
西

限
六
四
番
地
の
一
那
珂
川
町
役

場
都
市
計
画
課
　
審
（
0
9
2
）

9

5

3

局

2

2

1

1

番

●
届
出
期
限
　
6
3
年
6
月
3
0
日
ま
で

きれいな町づくり運動を進めている

水巻呵地区衛生推進協議会では、町内

一斉に、家庭排水が流れ込んでいる溝

の掃除を行うことにしました。
各家庭から1名以上参加して、地域

ぐるみのモ美しい町づくりつこ協力し

ましょう。

地区衛生推進協議会では、特に雑草

が繁茂する6月と7月を「雑草刈り推

進月間」と定め、町内から雑草を一掃
する運動を進めています。

これがら夏にかけて蚊が発生する時

期になります。
蚊は、側溝や防火用水・水溜り・汚

水浄化槽などに多く発生します。大掃

除や溝掃除の後は、消毒を心がけまし
よっ。

消毒薬は無料でさしあげますので、

容器を持って役場環境衛生係までおい

でください。

日本脳炎

熟・フイラリ

◎



三

好

徳

松

の

生

涯

「
三
好
鉱
業
の
最
後
」

昭
和
三
年
二
月
、
わ
が
国
に
お
い
て
初
の
普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ

た
。
い
わ
ゆ
る
満
二
十
五
歳
以
上
の
男
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
で
も
選
挙

権
の
あ
る
民
権
選
挙
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
徳
松
は
こ
の
と
き
出
馬

し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
民
権
選
挙
で
出
馬
で
き
な
か
っ
た
と
い
っ
た

方
が
よ
く
、
投
票
の
結
果
、
福
岡
県
二
区
で
は
浅
原
健
三
　
（
民
憲

党
）
、
亀
井
貰
一
郎
（
社
会
民
衆
党
）
、
久
恒
貞
雄
（
政
友
会
）
、

大
里
廣
次
郎
（
民
政
党
）
、
吉
田
磯
吉
（
民
政
党
）
の
五
氏
が
そ
の

境
で
当
選
し
た
。
な
か
で
も
無
産
政
党
は
全
国
八
人
の
当
選
者
申
、

二
区
か
ら
浅
原
、
亀
井
の
二
人
を
当
選
さ
せ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し

た
と
こ
ろ
に
筑
豊
の
世
相
の
変
遷
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
不
況
か
ら
く
る
政
党
政
治
へ
の
不
信
が
そ
う
さ
せ
た
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
後
は
政
党
に
か
わ
っ
て
軍
が
政
治
に
関
与
し
て
、
そ
れ

ち
上
う
き
く
ｈ
ソ
ん

が
も
と
で
昭
和
四
年
の
張
作
零
の
爆
殺
事
件
に
つ
づ
い
て
、
同
六
年

ば
つ

に
満
州
事
変
が
勃
発
し
た
。
軍
と
し
て
は
国
民
を
不
況
か
ら
守
る
と

み

い
う
の
が
錦
の
御
旗
、
そ
れ
を
一
部
の
国
民
が
あ
と
押
し
し
た
の
で
、

こ
れ
が
旧
秩
序
と
旧
勢
力
の
崩
壊
へ
と
つ
な
が
っ
た
。
徳
松
に
お
い

て
も
国
会
議
員
の
権
力
の
座
か
ら
お
り
る
と
、
今
ま
で
協
力
的
で
あ

っ
た
警
察
は
、
軍
へ
傾
斜
し
て
世
間
の
流
言
に
不
審
を
い
だ
き
、
彼

の
身
辺
に
捜
査
の
手
を
伸
ば
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

そ
う
し
た
な
か
で
徳
松
は
、
昭
和
六
年
八
月
十
三
日
に
急
逝
し
た
。

明
け
て
十
四
日
、
福
岡
日
日
新
聞
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

「
三
好
徳
松
氏
は
去
る
十
一
日
夜
上
京
、
東
京
郊
外
龍
ノ
川
別
邸

で
急
病
を
発
し
、
十
三
日
午
後
四
時
急
死
さ
れ
た
」

ま
も
な
く
巷
に
て
「
東
京
の
妾
宅
に
刑
事
が
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
そ

れ
を
待
た
せ
て
自
殺
さ
れ
た
」
と
の
う
わ
さ
が
広
ま
っ
た
。

く
き
な
み

こ
れ
に
対
し
て
、
月
刊
新
聞
「
ジ
ャ
ー
ナ
ル
洞
南
」
　
（
主
幹
白
石

止
、
八
幡
西
区
光
貞
台
）
に
、
徳
松
の
三
女
で
福
岡
市
に
在
住
の
大

薮
志
津
代
さ
ん
は
、
「
父
の
最
後
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
昭
和
五
十

八
年
六
月
十
五
日
付
の
同
紙
に
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
お
ら
れ
る
。

（
括
弧
内
は
筆
者
注
）

「
（
前
略
）
父
は
昭
和
六
年
八
月
十
三
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

上
京
前
に
同
居
中
の
孫
が
重
病
で
危
険
な
状
態
に
な
り
、
父
は
三
日

く
ら
い
寝
な
い
で
つ
き
添
っ
て
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
孫
の
病
気
も

峠
を
越
し
た
と
い
う
医
者
の
言
葉
で
、
父
は
安
心
し
て
延
ば
し
て
い

た
上
京
の
旅
に
急
い
で
た
ち
ま
し
た
。
お
盆
に
は
め
っ
た
に
家
を
あ

け
た
こ
と
の
な
い
父
だ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
事
情
で
出
か

け
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の
と
き
の
父
の
後
姿
は
、
忘
れ
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
最
後
と
い
う
虫
の
知
ら
せ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
途
中
、
名
古
屋
の
支
店
（
大
阪
支
店
の
間
違
い
で
は
な
い
か
、

そ
こ
に
は
二
女
夫
妻
が
い
て
一
泊
し
た
）
に
立
ち
寄
り
、
用
事
を
す

ま
せ
て
休
む
ひ
ま
も
な
く
暑
い
真
夏
の
中
、
疲
れ
た
体
で
上
京
し
宿

い
す

に
つ
き
（
新
聞
で
は
別
邸
）
、
一
風
呂
浴
び
て
椅
子
に
か
け
た
直
後

に
な
く
な
り
ま
し
た
。
脳
内
出
血
を
お
こ
し
た
の
で
す
。

（
中
略
）
非
常
に
信
仰
心
の
厚
い
人
で
あ
り
、
ま
た
後
年
に
財
を

な
し
た
あ
と
も
質
素
な
生
活
で
し
た
。
父
は
よ
く
坑
内
に
お
り
て
お

り
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
夕
方
な
ど
は
庭
の
涼
み
台
で
、
少
量
の
お

酒
を
た
の
し
む
よ
う
に
し
て
夕
食
を
と
る
の
が
普
通
で
、
母
が
う
し

ろ
か
ら
ウ
チ
ワ
で
風
を
送
る
こ
と
が
よ
く
ご
ざ
い
ま
し
た
。
兄
は
ま

だ
若
く
、
そ
れ
に
事
業
を
継
ぐ
意
志
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

将
来
は
炭
坑
を
売
却
す
る
よ
う
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
自
分
一
代

で
経
営
は
お
わ
る
も
の
と
、
か
ね
て
か
ら
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、
父
の
最
後
が
誤
り
伝
え
ら
れ

て
は
残
念
と
存
じ
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
か
し
こ
」

こ
れ
に
よ
れ
ば
志
津
代
さ
ん
は
、
前
記
の
風
説
の
流
布
さ
れ
て
い

た
の
を
ご
存
じ
の
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
が
真
実
で
な
い
こ
と

を
願
う
が
、
し
か
し
、
た
と
え
虚
説
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
な

か
に
は
圧
制
ヤ
マ
を
経
営
し
た
経
営
者
に
対
す
る
大
衆
の
批
判
と
抵

抗
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。の

ｈ
ソ

そ
の
後
の
三
好
鉱
業
は
、
継
子
徳
行
は
学
生
で
あ
っ
た
が
社
長
に

な
り
、
そ
の
補
佐
役
に
徳
松
の
実
弟
三
好
孝
宗
が
副
社
長
に
就
任
し

た
。
と
き
あ
た
か
も
満
州
事
変
の
さ
な
か
で
、
石
炭
業
界
は
活
況
を

と
り
も
ど
し
、
三
好
鉱
業
に
お
い
て
も
業
績
は
上
昇
し
て
い
た
の

に
、
ど
う
し
た
こ
と
か
昭
和
九
年
春
、
ヤ
マ
を
売
却
す
る
話
が
持
ち

あ
が
っ
た
。
火
元
は
徳
松
の
妻
セ
キ
未
亡
人
、
遺
言
に
よ
る
の
で
あ

ろ
う
か
、
こ
れ
を
日
産
系
列
（
社
主
鮎
川
義
介
）
の
日
本
炭
頭
へ
売

却
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
は
副
社
長
の
三
好
孝
宗
が
反
対
し
た
。
孝
宗

は
幼
い
と
き
か
ら
徳
松
を
助
け
て
辛
酸
を
な
め
て
き
た
人
、
温
厚
で

ヤ
マ
に
つ
い
て
は
三
好
家
の
だ
れ
よ
り
も
く
わ
し
か
っ
た
。
売
却
の

理
由
は
、
主
力
の
高
松
炭
坑
二
カ
所
で
断
層
に
突
き
あ
た
っ
た
と
い

ぅ
が
、
孝
宗
に
す
れ
ば
竪
坑
を
開
さ
く
し
て
切
り
按
け
る
と
の
自
信

む

こ

　

　

　

　

い

と

Ｃ

が
あ
っ
た
。
し
か
し
セ
キ
未
亡
人
は
、
二
女
の
婿
助
川
某
と
従
兄
弟

の
後
藤
清
（
共
に
取
締
役
）
Ｊ
曾
相
談
相
手
に
し
て
、
孝
宗
の
反
対
を

押
し
切
り
売
却
し
て
し
ま
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
と
き
セ
キ
は
三
好
鉱
業
の
全
株
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

若
松
市
に
あ
る
広
大
な
所
有
地
や
折
尾
の
本
邸
な
ど
、
す
べ
て
の
不

動
産
を
整
理
し
て
、
昭
和
十
三
年
に
義
弟
孝
宗
と
一
緒
に
福
岡
市
へ

転
居
し
て
い
っ
た
。
今
か
ら
考
え
る
と
ず
い
ぶ
ん
思
い
き
っ
た
財
産

整
理
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
十
三
年
に
至
る
ま
で
本
邸
に

精
算
事
務
所
を
お
い
て
整
理
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
間
、
セ
キ
は
三
好

徳
松
名
義
で
つ
ぎ
つ
ぎ
と
寄
付
を
し
て
い
る
。
な
か
で
も
昭
和
九
年

に
水
巻
村
へ
頃
末
小
学
校
の
校
地
と
木
造
二
階
建
て
十
六
教
室
、
十

三
年
に
則
松
小
学
校
講
堂
な
ど
、
徳
松
が
生
前
に
な
し
得
な
か
っ
た

寄
付
を
、
お
ぎ
な
う
に
余
り
あ
る
業
績
を
残
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
セ
キ
は
福
岡
市
で
終
戦
を
迎
え
た
が
、
新
築
の
邸
宅
が

欧
米
風
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
占
領
軍
の
買
収
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
、
徳
行
と
共
に
東
京
へ
転
居
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
徳
行
は
銀
座

で
ゴ
ル
フ
用
品
店
を
経
営
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
消
息
に
つ
い
て

は
水
巻
で
知
っ
て
い
る
人
は
な
く
、
墓
石
か
ら
し
て
三
好
孝
宗
は
十

五
年
に
六
十
九
歳
で
死
に
、
セ
キ
旦
二
十
三
年
に
八
十
一
歳
で
他
界

し
て
い
る
。

以
上
、
水
巻
の
生
ん
だ
風
雲
児
三
好
徳
松
に
つ
い
て
書
い
て
き
た

が
、
初
め
に
書
い
た
よ
う
に
徳
松
は
水
巻
村
（
町
）
で
最
も
大
き
な

足
跡
を
残
し
た
傑
出
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
足
跡
の
な
か
で
批

判
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
前
時
代
に
生
き
て
き
た
人
た

ち
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
今
の
物
差
し
で
測
る
の
は
早
計
で
あ

る
。
た
と
え
ば
当
時
の
中
小
の
ヤ
マ
は
、
差
こ
そ
あ
れ
殆
ん
ど
が
差

ま
か

別
と
偏
見
の
罷
り
通
っ
た
圧
制
ヤ
マ
で
あ
っ
た
。
ま
た
財
を
な
す
と

異
性
を
囲
う
の
は
あ
た
り
前
の
時
代
で
、
む
し
ろ
世
間
で
は
容
認
し

て
い
た
感
が
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
時
代
に
三
好
徳
松
は
一
生
を
お
わ
る
が
、
そ
れ
は
今
か

ら
考
え
る
と
遺
徳
と
罪
障
の
織
り
な
す
、
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
で
あ

っ
た
。
し
か
も
一
代
に
し
て
巨
万
の
富
を
つ
く
り
、
一
代
に
し
て
ヤ

マ
を
去
っ
て
い
っ
た
典
型
的
な
川
筋
男
で
も
あ
っ
た
。
今
か
つ
て
の

広
大
な
三
好
本
邸
跡
地
に
立
つ
と
、
昔
の
栄
華
の
跡
は
荒
涼
と
し
た

原
野
に
か
わ
り
、
風
雲
児
三
好
徳
松
へ
の
惜
別
の
惜
あ
ら
た
に
わ
く

の
は
、
ひ
と
り
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

（
こ
の
項
お
わ
り
）

（
文
）
郷
土
史
家
　
柴
　
田
　
貞
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